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十
月
の
こ
よ
み

初緩や!l¥fに は た ら きて b つまじく

日
付
↑
綴
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f長

作杖
h

災
時
間
予
妨
注
射
・
滋
犬
、
税
践
的
開

ハ
日
深
縮
努
珂
e
品
中
嶋
附
総
務
院
V

且
民
借
問
委
白
剤
入
的
判
断
機

狂
犬
出
綿
子
時
間
後
約
・
道
犬
登
録
〈
岳
部
俊
支
所
〉

附
階
的
制
緩
滋
滋
州
問
〈
町
出
日
ま
で
》

育
児
相
談
。

B
ハ
移
住
〉

百
日
咳
ジ
プ
テ
F
Y
予
附
抑
崎
明
措
僻
(
一
小
)

M
m
m
開
淡
ム
判
の
刊
日

勧
税
務
会
合
小
絞
殺
一
υ

駄
制
緩
み
e
時
間
噛
贈
賄
附
(
白
日
ま
で
〉

W
U
H附
日
・
ジ
フ
ヲ

F
7
子
時
間
後
繍
鶴
円
弱
小
)

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
9
ア
予
防
接
種
(
一
一
一
点
心

読
者
週
間
ハ

u
n昔
日
H

ま
で
〉

五日
H

昨
伏
・
ジ
ヲ
プ
ザ
ア
予
防
接
種
ハ
ニ
・
小
V

ハ
棚
聞
作
品
小
)

ハ
命
後
小
〉

秋

おもなる記喜怒

2告患..，11!J 15日f乙町議緩や

3言富山普t:!設!絡の旗揚険重量

E話血肢の去華料金主後室長;訴

4国・・・今の言包帯装にど主主意

「文化的自 Jtこ体宵祭

t ゆ

関
年
鴎
の
町
政
を
認
し
て

相幽酬聞-4

月
十
五

十

広町

告

示

は

十

挙

月。

入。

目。

一
一
塁
町
議
会
組
磯
崎
号
付
間
期
は
、
今
年
の
十
一
白
一
品
十
討
を
も
っ
て
滋
了
k
な
り

ご
ま
す
。

時
一
如
町
総
数
体
総
務
妥
員
会
で
は
、
次
糊
倒
防
潮
糊
ム
制
緩
崎
県
の
選
挙
執
行
に
つ
い
て
決
る

ご
十
月
七
日
委
員
会
を
開
聞
き
、
十
一
月
十
日
札
口
問
ハ
ロ
H

曜
日
)
に
溶
教
令
部
付
う
ζ

‘と

ご
に
絞
め
ま
し
た
e

立
以
下
、
そ
の
あ
ら
ま
し
令
抑
何
事
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
e

三岳

践

iζ 滋 ~ß
f菅績で?
い的考蚕

E言電器告
すを訴後

は五
+お

3幸
1¥ 

分
か
ら
午
後
事
婚
訟
で
が
立
山
崎
隅

栂
由
混
成
婦
問
繍
闘
で
す
。

立
像
情
捌
な
さ
れ
る
中
々
は
、
印

索
令
ど
総
付
録
く
だ
さ
い
。
鍛
補
隅

波
紋
舗
の
場
合
は
、
掛
市
街
同
人
の

線
放
が
必
裂
で
す
@

選
挙
の
期
日

選
数
人
名
簿
に
載
っ

て
い
な
い
と
投
紫
明
、

診
な
い

選
挙
擦
の
あ
る
方

属
品
判
中
・
・
間
同
線
十
一
月
穴
回
以

前
ね
銭
れ
た
方
で
、
今
年
由
八

開
向
山
川
鼠
以
前
か
ら
割
引
愛
総
裁
本

釘
む
議
侵
害
れ
て
い
尋
問
本
図

録
申
方
。

立
候
織
の
溺
出
期
間

期蹴神駅蜘
h

四…訳出
W

鈍
か
ら
十
一

-n

十
日
臨
ま
で
の
午
煎
八
嶋
時
窓
十

9fjの町致琵誌から
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9月25縫 誉主事竣工式

グ 事再三五小学校総築二ζ務

中関検査

民主主害警災会

区主義・菜室弱気会議
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グ
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選
挙
鍛
が
あ
っ
て
も
選
挙
人

名
鯵
に
緩
綴
容
れ
て
い
な
い
ガ

は
‘
投
開
僻
す
る
ζ

と
が
で
き
ま

サ
ん
α

こ
の
選
挙
の
入
場
券
は

十
一
月
一
汚
ご
ろ
ま
で
に
俊
幸

ん
の
お
手
元
に
際
〈
ょ
う
総
帥
闘

を
進
め
て
お

F
ま
す
が
、
そ
の

こ
ろ
ま
で
に
入
総
診
が
刊
掛
か
な

い
方
沖
帖
、
選
挙
人
名
簿
w
h
m
v一的糊

さ
れ
て
い
な
い
方
主
添
わ
れ
ま

す
か
ら
選
挙
後
期
制
緩
制
例
会
に
補

充
選
挙
人
名
簿
後
縁
取
殺
を
し

て
く
だ
事
い
。

協
側
充
選
挙
人
名
簿

渓
録
申
請

時
桐
晴
見
滋
惜
伊
人
名
簿
借
詮
録
由
叩

時
間
除
、
十
一
湾
大
鐙
か
ら
十
一

月
八
閃
胸
部
で
の
午
融
制
八
待
箆
十

分
か
ら
午
後
五
持
家
で
滋
移
管

緩
鈴
員
会
て
箆
付
申
現
時
多
努

執
郡
山
免
選
挙
人
名
簿
淡
級
事
組
問

照
帆
棋
は
同
m怒
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
向
叩
漆
令
官
掛
れ
子
に
ど
持
参

〈
だ
事
い
。

却
璃
挙
に
つ
い
て
お
務
ふ
材
料
な

争
た
い
方
は
、
四
階
品
事
榔
初
期
相
婦
問
員

会
〈
尉
思
料
削
MM
品叫加盟
T
開問一一番〉

に
お
側
関
い
会
吐
く
だ
さ
い
。

北
佐
原
小
学
校
の
皆
さ
ん

お
見
舞
い
あ
り
が
と
う

九
月
下
制
時
の
為
る
目
、
佐
原

お
花
総
隊
小
学
後
(
校
長

i
削刑

太
郎
紛
笑
先
生
〉
か
ら
緋
史
小

学
校
へ
匂
七
日
守
合
同
闘
で
柏
鶴
市
対
を

う
け
た
お
友
だ
ち
に
あ
げ
て
く

だ
さ
い
と
学
閥
品
代
k
し
て
金

一
千
九
世
際
関
け
が
巡
ら
れ
て
骨
量

し
た
。

揃
州
先
生
は
第
一
小
学
校
長
の

線
本
先
生
の
先
滋
で
、
相
棋
界
的

伐
に
い
っ
し
ょ
に
品
制
緩
に
立
っ

た
ζ

と
り
あ
る
先
後
で
す
。

築
後
関
陣
小
学
校
の
よ
い
子
の

惨
事
ん
た
ち
は
、
自
分
た
も
の

学
校
も
水
路
の
恐
怖
に
さ
ら
寄

れ
る
と
こ
ろ
に
お
る
の
で
、
校

長
先
生
の
お
盟
締
役
醐
開
い
て
務
}

小
学
校
の
お
笈
だ
ら
に
関
内
務
し

て
、
お
と
づ
か
い
を
祭
め
て
送

っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

七
移
民
台

救
援
金
の
報
告

七
サ
ム
判
明
間
に
よ
る
被
安
脅
の

数
緩
哨
期
制
酬
は
削
引
き
絞
き
一
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
十
月
八
活
躍
出
港

ま
で
に
ゆ
帆
の
と
お
り
の
教
掛
概
念

日
か
強
制
ま
り
ま
し
た
。

O 9月23努-10!l88<> 
章受募金 21，38事内

i義 務 ユ : 業 10，OOON 
〈小言十 31.3BON 

oむれまでの主義費to
一 鍛護基金 182，300内
特 殊 募 金 123，55臼門

(合計 255，850門
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計
量
器
の
定
期
検
査
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

T
S
 

友調
時

鵠
抑

制
慌

灘
押設

立

ち

、

ま

す

、

も

の

容

し

縫
…
地
唱
の
齢
制
札
綿
織
糊
閑
地
欄
例
検
後
が
刊
行
わ

問
、
れ
ま
す
e

む
の
検
世
躍
は
ぺ
泌
総

合
料
よ
っ
て
五
年
に
一
皮
行
う
も

一
の
で
、
今
年
は
続
交
の
#
?
に
あ

一
た
ち
ま
す
。
現
袋
、
取
引
や
誕

唱
問
時
上
の
計
設
に
使
濁
し
て
い
る

吋
も
り
お
よ
び
使
用
の
た
ゐ
持
つ

一
て
い
る
計
金
器
を
対
象
と
し
て

一
品
観
点
品
が
一
行
わ
れ
ま
す
。

一
験
再
品
mw
方
法
帥
同
二
此
の
築
制
中

一
に
よ
っ
て
…
&
一
合
会
制
判
創
出
し
ま
す

こ
一
H

炉
、
こ
れ
に
よ
れ
ツ
町
小
銃
琳
刺
激
務

一
波
数
き
.L
品
し
い
続
料
臓
に
よ
ウ
て

竹
山
駅
出
引
の
出
品
合
引
な
然
つ
た
め
強
制

F
一
的
問
に
ぬ
廿
・
わ
れ
る
も
の
で
す
。

i
一
野
愛
機
的
削
俊
樹
m
波
紋
肉
料
分
の

一
心
判
別
品
単
碍
献
を
制
判
約
す
る
援
も
よ
い

な
棋
会
で
す
し
、
ま
た
万
一
総
資

あ
一
を
受
け
な
い
場
合
同
砧
雌
制
裁
鏡
稜

一
も
あ
れ
ツ
ま
す
か
ら
、
取
引
や
誕

一
闘
に
間
関
内
需
の
ゐ
る
か
た
は
ど
ん
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也
管
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
役
刑
公
安
受
げ
ら
れ
る

か
た
神
仙
、
十
万
二
十
七
時
H

ま
で

に
波
数
緩
ま
で
お
細
川
ら
砕
い
く
だ

さ
い
e

人

V

K
蓉

-
K
こ
ろ
Q

'・・s
j
'
a
'
S
A
d
ぬ
u
一弘掌
}

i

ぺ
FUU
削
w
l
山
印
刷
役
場

。

6
日
グ
淵
間
作
品
文
部
川

グ

7

H

O

古
市
時
間
交
続

ハ
料
金
は
祭
創
刊
で
す
)

高
血
圧
か
ら
身
を
守
ろ
、

7
2

日
R
4
8
か
ら
無
料
時
間
燦
拐
談

出
刊
さ
ん
、
胸
部
年
金
一
関
関
死
問
問
削
附

位
。
紙
袋
向
は
、
湾
出
掛
忙
広
な
ど
に

よ
る
印
刷
滋
織
で
す
。
こ
の
税
問
山
織

広
ル
も
、
ガ

γ
晶
、
・
持
関
蛤
明
と
問
問
刊
し
く

ぶ
糊
矧
杭
倒
蹴
慨
が
た
い
喰
つ
で
す
。

今
年
も
附
町
紙
同
級
会
主
駒
内
が
拙
御

力
し
て
、
潟
市
胤
臨
ん
の
都
精
鋭
利
融
泌
総

指
談
を
刊
行
い
ま
す
@
対
象
者
協
品

川
悶
ナ
オ
以
上
告
か
た
に
僚
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
問
問
十
才
繊
の
か

た
で
も
件
刊
に
具
合
い
の
惑
い
か

た
や
心
配
な
か
た
に
は
診
綴
を

し
ま
す
。
一
診
叫
開
は
、
山
胤
泌
総
出
庇

ιぜ
い
た
し
た
い
と
添
い
ま
す
。

恥
M
U
ザ
ム
阿
脳
内
務
ふ
獄
、
.
仲
代
泌
総
点
紙

附
叩
…
持
ん
ぺ
符
事
ん
に
ど
M

防
必
殺
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
制
伊
勢

約
九
円
以
に
よ
る
被
災
議
荻
援
に

つ
き
ま
し
て
も
な
に

k
そ
ご
出
判

的
の
手
配
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
問
い
し
ま
す
。

な
お
、
十
月
八
日

M
在
、
次

の
と
お
り
の
救
相
官
λ

伎
は
聞
が
役
場

に
窃
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

リ
あ
ざ
み
対
人
人
腎

火
焔
と
こ
お
り

。
い
も
町
内
宥
中
島
〈

1y-
一
引
分
〉

令
、
開
口
一
、
…
ひ
け
聞
け

次
総
勺
ど
お
り

リ
ペ
ぷ
ぷ
必
入
会
ハ
十
…
一
…
附
川
市
門
〉

会

問

。

υon

合
行
い
、
胤
校
総
八
十
以
上
り

か
た
に
は
削
仰
に
燦
級
官
総
合
し
ま

す
。
そ
の
仙
間
協
山
肌
校
総
繍
慨
に
つ

い
て
、
際
的
か
わ
い
ろ
い
ろ
な

仲
間
緩
や
総
務
が
あ

p
ま
す
。

昨
年
の
潟
由
刷
版
診
断
段
、
対

象
翁
七
千
人
に
対

L
受
診
議
は

わ
ず
か
五
%
で
し
た
。
今
年
ほ

こ
り
出
脳
会
を
の
が
さ
ず
に
多
く

の
か
た
が
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う

お
緩
い
し
ま
す
。
日
朝
艇
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、

も
よ
ち
の
場
所
で
受
け
て
く
だ

語
い
。

人
事
側
内
紛

品〈州閣

総
に
線
開
問
ず
る

出
掛
築
制
牒
鵬
制
崎
抑
令
命
ず
る

大
久
保
健
嗣
禅

師
胞
に
採
用
す
る

建
設
議
勤
務
を
命
ず
る

書

記

小

池

哲

建
設
議
勤
務
を
命
ず
る

(
出
血
地
帯
割
問
)

い
宮
山
仇
財
閥
寝
間
什

マ
総
務
鯛
時
激
務
を
ム
即
ヂ
る

ハ
波
紋
棚
悌
〉

総

称

“

お

掛
撫
織
別
糊
総
数
政
切
な
命
ず
る

ハ
係
級
制
綿
V

議
以
矢
務
官
ゆ
る

船
抗
議
官
認
酷
帆

〔
税
務
課
)

11 
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{主犯 務。
小小小小寺 Jj、

十福
祉
年

の
繍
求
誌

も
う
お
済
み
で
す
か

十
…

nn
一
げ
か
ら
支
給
さ
れ

る
M
m
訟
判
玄
却
の
請
求
は
、
九
月

一
段
か
ら
受
付
て
い
ま
す
が
、

ぷ
ぷ
予
総
は
も

5
お
済
み
で
す

か
。
も
し
、
次
の
と

k
が
ら
に

該
う
し
て
い
て
ま
だ
議
ポ
千
続

け
か
ば
ん
で
な
い
か
た
が
あ
り
ま

し
た
ら
、

A
F
だ
め
に
腕
附
ポ
ド
統

合
流
ま
性
て
く
だ
さ
い
切

V
A災
V
M
m
没
学
a

吠ム

ド
…
同
月
一
円
闘
機
殺
で
ル

u
k才

付M
e
い
ん
の
か
た
。

W
V
M

開山川判制樹払弘知命仏総
A
心

!
一
見
一
段
硝
怖
を
で
…
一
十
立

以
上
り
か
た
で
、
百
門
学
ま
た

は山門
M
に
を
失
っ
た
額
一
出
品
川
以
上

の
泌
山
、
次
総
…
に
あ
る
か
た
。

Vv
母
子
減
反
年
金
ム

ト
一
月
一
日
詔
現
在
で
す
で
w
h

k
J』
党
付
叫
し
て
い
て
、
義
務

凶
H

脊
d
4
3
1
誌
の
?
?
を
扶
養
し

℃
い
る
か
た
。

V
M
し
い
こ
と
は
八
月
十
六
回
同

裕
行
の
い
品
川
市
に
絞
殺
し
て
あ
れ
ν

ま
守
バ
如
、
お
の
か
ち
に
な
ら
な

い
と
ゑ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
後

制附
A

ぺお

d
h料
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
ト
‘
H

丹
}
段
以
降
に 5時

(4) 

な
お
こ
し
ま
す
。

。
融
関
松
一
淑
閉
会
的
滋
鰍
締
A
V

mw
内
知
数
官
機
会
は
ク
V
ゾ
i
片
品
不

ア
ル
カ
ザ
水
鋭
、
ホ
片
マ
ザ

ソ
ポ
、
そ
の
絞
め
掛
前
期
借
議
絡

を
悶
い
て
附
綿
密
脳
同
劇
的
な
拙
府
議

官
行
い
、
数
き
わ
ら
持
サ
は
地
都

知
押
し
て
〈
だ
き
い
。

①
焼
却
泌
難
な
場
合
時
弘
、
ふ
ん

と
と
も
に
積
ん
で
治
毒
液
を

ひ
た
し
た
む
し
ろ
懇
で
お
お

い
、
主
き
ど
き
同
町
一
慈
し
念
行

な
い
絡
会
な
臨
間
際
機
毒
を
し

出
向
灘
す
る
と
絞
校
は
究
会
ん
に
淡

呑
れ
て
し
ま
い
ま
す
a

と
A

り
ょ

う
た
ゆ
怖
の
し
か
た
は
ほ
主
ん
ど

品
加
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
殺
絞
殺
つ
づ
り
合
唱
哨
る

が
州
制
の
仙
川
市
阿
は
、
は
い
療
の
務

分
安
え
ぐ
る
よ
う
に
文
噛
慨
す
る

の
で
一
見
幽
い
芥
の
よ
う
に
毅

約
が
見
え
、
終
り
に
は
白
米
の

よ
う
に
す
る
白
米
虫
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

害
虫
に
よ
る
被
告
の
初
織
は

ち
ょ
っ
と
殺
物
を
見
た
だ
け
で

は
被
害
令
a制
限
認
す
る
こ
と
が
的

遂
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
復
絃

し
し
た
米
は
っ
き
べ
り
が
多
い

な
ど
と
い
っ
て
き
ら
わ
れ
る
隊

機
で
も
あ
る
よ
う
明
、
す
。

こ
の
よ
う
な
制
問
符
令
少
な
く

す
る
た
め
に
山
町
総
絞
物
の
学
入

れ
安
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

縦
糸
が
で
き
た
か
ら
少
し
ぐ
ら

い
食
わ
れ
て
も
平
気
だ

k
い
う

よ
う
な
考
え
は
然
く
し
て
、
炎

天
下
の
苦
労
を
岡
部
い
一
料
、
と
い

え
ど
も
む
た
に
失
わ
な
い
よ
う

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
手
人
れ
を
し
て

く
だ
さ
い
。

て
〈
だ
ざ
い
e

@
吸
血
昆
虫
は
駆
除
し
ま
す
よ

ぅ。

②
消
毒
液
は
役
場
に
事
相
手
あ
h

ツ

ま
す
か
ら
、
入
用
の
ガ
は
漁

業
淡
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
J

O
体
由
移
動
総
点
磁
滅
。

総
数
流
行
糾
問
機
関
の
給
食
に

と
も
な
い
移
動
禁
止
区
域
が
次

の
と
お
年
決
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
の
可
協
同
棋
に
は
牛
の
移
動

を
し
ま
吠
ん
よ
う
仲
抗
議
し
て
く

だ
さ
い
e

松
戸
中
間
・
際
的
関
ふ
鼎
・
帆
問
機
市
・

料
相
川
市
・
流
山
同

we品
斜
線
吋
十
町
・

繰
締
ケ
松
村
蜘
マ
糊
槻
術
的
・
制
的
耐
閉
村
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に感

23ては日
まが L.. 
すは /J:汗子
包れ tヌ二

{全意
長を
を
お

「
文
化
の
日
L

h

い
体
寄
祭

我

孫

子

中

グ

ラ

γ
ド

で

一
文
化
の
日
」
に
我
孫
子
中

川
午
後
〆
ラ
ソ
ド
で
町
体
育
祭
を

行
い
ま
す
。
合
併
後
初
め
て
の

試
み
で
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す

発
後
さ
せ
る
糸
口
主
す
る
た
め

に
油
田
さ
ん
綴
っ
て
ど
券
加
く
だ

さ
い
号

制
掛
か
い
と
主
は
、
青
年
間
関
、

対
人
会
、
学
校
、

P
T
A
、
救

出
切
等
に
欽
綴
し
ま
す
が
、
お
国
噌

ね
に
な

9
た
い
こ
主
が
あ
ち
ま

し
た
ら
品
狭
湾
骨
背
負
余
事
務
関
へ

問
問
い
合
せ
く
だ
き
い
。

ごみ耳立与 a警護

15区， 7区， 6区，

ずIi佐，潟~t， J主我孫子

波111，'l、毒事.2をま， 3~ま， 41K， 

s区， 5g， 17g 

10区， 栄町， 14g， 11のr放2駐在

S区， 13区， 12区， 1区，舟Fi

2区， 8[;さ 4区:

15区， 7区， 6区

布佐，湖北，議我孫子

狭山， 'l、暮， 2区， s区， 4!K 
島区， 5区， 17~玉

10g，栄盟主， 14長~， 11の 11え21ま

霊長L 13長~， 12霊~. 19. 分子ヨ

2長{.3区J 4区

15華r.7長{， 61lt 

月 sI 長み E震

10. 251 3区， 4g・塾長互の11惑を i務総

261 9区， 8g・伐採の 1議¥.:(IiP主
271 小毒事.， J整会後二子，義喜寿， 主主試;.議後

281 員立

29 I 8立

80 石稜

31 1， 7， 15， 6， 2， 5， 4， 3， 8， 9の令{説

11. 2. 14区，栄町， 1Il'J約機戸r，縦長正t'j(
31 1区の 1部， 2!Z'， :l歯関ヨ..千然食

4 1 1区の 1稼， 71K. 151K 

5 I 6区I 11区.5区

61 4区， 3区， 8~互の 1藷3

71 10区の1部， 11の 11え2g，121涯

81 湾北I 8g， 9援のま若草
9: 3g， 4区.8~互の1毒事， 主義~t

季語 奇襲災争




